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要旨：  
胚盤胞補完法は、特定の臓器が欠損した動物胚（ホスト）に異種由来の細

胞（ドナー）を移植し、本来欠損するはずの臓器を移植細胞にて補完すると

いう手法であり、本手法を用いて機能的なヒト臓器を作製することができれ

ば、世界中で問題となっている移植臓器の慢性的な不足を解決できると期待

されている。我々は、本手法を用いて異種個体内を利用した臓器作製が可能

であることをげっ歯類において報告してきたが、より進化距離が離れた動物

間ではこの手法は難しく、この原因の一つとして、進化的な距離が離れた異

種間キメラでは異種細胞によるキメリズムが高い胎子は胎生初期に致死とな

るため、異種組織への寄与が高いキメラが得られないことが挙げられる。近

年我々は、インスリン様成長因子１受容体（Igf1r）欠損を施したホスト胚

にドナー細胞を移植することで、同種および異種キメラ胚内でドナー細胞が

支配的に増殖する微小環境（細胞競合ニッチ）が構築され、胎生致死を誘導

することなく高いキメリズムを有した異種キメラ個体が作製できることを見

出した。本発表では、本手法について報告するとともに、キメラ技術を応用

した様々な研究についても紹介したい。 
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